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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　脚部に対し座部を回転させる回転機構を備えた椅子本体と、前記椅子本体を支持する支

持機構と、を備え、

　前記支持機構は、

　床面に対し離接可能に昇降するストッパを備えたストッパユニットと、

　前記ストッパの上面に対し離接可能に昇降し、前記ストッパを押圧し床面に接触させる

押圧部材を備え、前記ストッパユニットと独立して回転する押圧ユニットと、

　前記ストッパ及び前記押圧部材が接触したときに互いの回転を係止する回転係止部と、

を備えたことを特徴とする椅子。

【請求項２】

　前記押圧ユニットは、前記押圧部材の上昇速度を減衰させるダンパー部を備えたことを

特徴とする請求項１に記載の椅子。

【請求項３】

　前記ストッパユニットは、前記ストッパが床面から離間する方向へ付勢する第１弾性部

材を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載の椅子。

【請求項４】

　前記押圧ユニットは、前記押圧部材が前記ストッパから離間する方向へ付勢する第２弾

性部材を備えたことを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の椅子。

【請求項５】
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　 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 押 圧 部 材 を 操 作 す る 操 作 部 を 備 え 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 椅 子 本 体 の 肘 置 き で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １

項 に 記 載 の 椅 子 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を 減 衰 さ せ る ダ ン パ ー 部 を 備 え 、

　 前 記 椅 子 本 体 は 、 前 記 座 部 を 昇 降 す る 座 部 昇 降 機 構 を 有 し 、

　 前 記 椅 子 本 体 に お け る 前 記 座 部 昇 降 機 構 に よ っ て 昇 降 し な い 部 分 に 、 前 記 ダ ン パ ー 部 の

上 側 端 部 を 固 定 す る ダ ン パ ー 固 定 部 材 が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の

何 れ か １ 項 に 記 載 の 椅 子 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を 減 衰 さ せ る ダ ン パ ー 部 を 備 え 、

　 前 記 椅 子 本 体 は 、 前 記 座 部 を 昇 降 す る 座 部 昇 降 機 構 を 有 し 、

　 前 記 ダ ン パ ー 部 は 、 前 記 押 圧 部 材 に 連 動 す る 部 分 と 、 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト に 連 動 す る

部 分 と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 椅 子 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト は 、 前 記 脚 部 に 対 す る 前 記 ス ト ッ パ の 相 対 位 置 を 保 持 す る ス ト ッ

パ 保 持 部 材 を 備 え 、 当 該 ス ト ッ パ 保 持 部 材 は 、 前 記 椅 子 本 体 の 前 記 脚 部 に 設 け ら れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 椅 子 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 椅 子 本 体 の 脚 部 は 、 キ ャ ス タ 付 脚 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か

１ 項 に 記 載 の 椅 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 椅 子 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 椅 子 本 体 を 床 面 に 対 し て 固 定 す る た め の ロ ッ ク 機 構 を 備 え た 椅 子 が 知 ら れ て い る

。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 キ ャ ス タ 付 き 椅 子 本 体 の 脚 部 に 、 床 面 を 押 圧 す る ス ト ッ パ と

、 ス ト ッ パ を 床 面 に 向 け て 突 出 さ せ る 押 圧 手 段 と 、 押 圧 手 段 を 操 作 す る 操 作 手 段 と を 有 す

る 固 定 機 構 を 備 え た 椅 子 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の 椅 子 で は 、 操 作 手 段 の 操

作 に よ り 、 ス ト ッ パ が 床 面 を 押 圧 す る よ う に 動 作 し 、 こ れ に よ り キ ャ ス タ 付 き 椅 子 本 体 が

床 面 に 対 し て 固 定 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ５ １ ３ ４ 号 公 報 （ ２ ０ ０ ０ 年 　 ５ 月 １ ６ 日 公 開 ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 椅 子 は 、 使 用 者 が 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の

筋 力 が 低 下 し て い る 人 で あ る 場 合 、 安 定 性 の 面 で 改 善 の 余 地 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る 人 は 、 椅 子 か ら 立 ち 上 が ろ う と す

る と き 、 椅 子 を 杖 替 わ り に 手 を か け て 立 ち 上 が る 。 こ の と き 、 椅 子 本 体 が 脚 部 に 対 し て 座

部 が 回 転 す る 回 転 機 構 を 有 す る 場 合 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 椅 子 で は 、 使 用 者 が 椅 子 か ら 立

ち 上 が ろ う と す る と 、 座 部 が 回 転 す る た め 不 安 定 な 状 態 と な る 。 こ の た め 、 使 用 者 が 転 倒

す る お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 例 え ば 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る 人 が 椅
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子 本 体 に 手 を つ き な が ら 立 ち 上 が っ て も 、 椅 子 本 体 の 安 定 性 を 維 持 で き る 椅 子 を 実 現 す る

こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 は 、 脚 部 に 対 し 座 部 を 回 転 さ

せ る 回 転 機 構 を 備 え た 椅 子 本 体 と 、 前 記 椅 子 本 体 を 支 持 す る 支 持 機 構 と 、 を 備 え 、 前 記 支

持 機 構 は 、 床 面 に 対 し 離 接 可 能 に 昇 降 す る ス ト ッ パ を 備 え た ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ス

ト ッ パ の 上 面 に 対 し 離 接 可 能 に 昇 降 し 、 前 記 ス ト ッ パ を 押 圧 し 床 面 に 接 触 さ せ る 押 圧 部 材

を 備 え 、 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト と 独 立 し て 回 転 す る 押 圧 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ス ト ッ パ 及 び 前

記 押 圧 部 材 が 接 触 し た と き に 互 い の 回 転 を 係 止 す る 回 転 係 止 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と

し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま ず 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト と 独 立 し て 回

転 す る 。 そ れ ゆ え 、 前 記 押 圧 部 材 が 押 圧 さ れ て い な い 自 然 状 態 に お い て 、 ユ ー ザ は 、 押 圧

ユ ニ ッ ト 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト に よ る 影 響 を 受 け る こ と な く 、 椅 子 本 体 を 移 動 ま た は 回 転

さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 ス ト ッ パ 及 び 前 記 押 圧 部 材 が 接 触 し た と き に 互 い の 回

転 を 係 止 す る 回 転 係 止 部 が 備 え ら れ て い る 。 こ の 回 転 係 止 部 に よ り 、 前 記 押 圧 部 材 及 び 前

記 ス ト ッ パ は 、 当 接 し た 状 態 で は 、 互 い の 回 転 が 係 止 さ れ る 。 す な わ ち 、 前 記 押 圧 部 材 が

前 記 ス ト ッ パ の 上 面 に 対 し 降 下 し 、 前 記 ス ト ッ パ を 押 圧 し 床 面 に 接 触 さ せ て い る 間 、 前 記

押 圧 部 材 及 び 前 記 ス ト ッ パ は 、 互 い の 回 転 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 そ れ ゆ え 、 ユ ー ザ が 押 圧 部 材 を 押 圧 す る こ と に よ り 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ て い る 間 、

前 記 押 圧 部 材 及 び 前 記 ス ト ッ パ は 、 互 い に 回 転 が 抑 制 さ れ 水 平 方 向 に 移 動 せ ず 、 前 記 ス ト

ッ パ が 床 面 に 接 地 さ れ た 状 態 で 安 定 に 保 持 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え

ば 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る 人 が 椅 子 本 体 に 手 を つ き な が ら 立

ち 上 が っ て も 、 椅 子 本 体 の 安 定 性 を 維 持 で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 の 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を 減

衰 さ せ る ダ ン パ ー 部 を 備 え た 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を 減 衰 さ せ る ダ ン パ ー 部 を 備 え た の で 、

前 記 押 圧 部 材 及 び 前 記 ス ト ッ パ の 昇 降 動 作 に 伴 う 、 押 圧 部 材 及 び ス ト ッ パ の 椅 子 本 体 ２ に

対 す る 衝 撃 を 緩 和 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 押 圧 部 材 は ゆ

っ く り 上 昇 し 、 前 記 押 圧 部 材 の 不 意 な 飛 び 跳 ね を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 の 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ス ト ッ パ が 床 面 か ら

離 間 す る 方 向 へ 付 勢 す る 第 １ 弾 性 部 材 を 備 え た 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ れ に よ り 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト の 昇 降 動 作 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 の 前 記 押 圧 部 材 が 前 記 ス ト ッ パ か ら 離 間 す る 方 向 へ 付

勢 す る 第 ２ 弾 性 部 材 を 備 え た 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 押 圧 ユ ニ ッ ト の 昇 降 動 作 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 の 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 押 圧 部 材 を 操 作 す る 操 作

部 を 備 え 、 前 記 操 作 部 は 、 前 記 椅 子 本 体 の 肘 置 き で あ る 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】
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　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 肘 置 き に 体 重 を か け る と い う 自 然 な 動 作 に よ っ て 、 前 記 押 圧 部

材 を 押 圧 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 は 、 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を

減 衰 さ せ る ダ ン パ ー 部 を 備 え 、 前 記 椅 子 本 体 は 、 前 記 座 部 を 昇 降 す る 座 部 昇 降 機 構 を 有 し

、 前 記 椅 子 本 体 に お け る 前 記 座 部 昇 降 機 構 に よ っ て 昇 降 し な い 部 分 に 、 前 記 ダ ン パ ー 部 の

上 側 端 部 を 固 定 す る ダ ン パ ー 固 定 部 材 が 固 定 さ れ て い る 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 椅 子 本 体 に お け る 前 記 座 部 昇 降 機 構 に よ っ て 昇 降 し な い 部 分

に 、 前 記 ダ ン パ ー 部 の 上 側 端 部 を 固 定 す る ダ ン パ ー 固 定 部 材 が 固 定 さ れ て い る の で 、 前 記

押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト の 移 動 ス ト ロ ー ク は 、 前 記 椅 子 本 体 の 座 部 の 昇 降

位 置 に 依 存 し な い 。 そ れ ゆ え 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 椅 子 本 体 の 座 部 の 昇 降 位 置 に 依 存 せ

ず 、 押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト を 含 む 支 持 機 構 が 設 け ら れ 得 、 汎 用 性 が 向 上 す る

。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 は 、 前 記 押 圧 部 材 の 上 昇 速 度 を 減 衰 さ せ る ダ ン パ ー 部

を 備 え 、 前 記 椅 子 本 体 は 、 前 記 座 部 を 昇 降 す る 座 部 昇 降 機 構 を 有 し 、 前 記 ダ ン パ ー 部 は 、

前 記 押 圧 部 材 に 連 動 す る 部 分 と 、 前 記 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト に 連 動 す る 部 分 と の 間 に 設 け ら れ

て い る 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 ダ ン パ ー 部 は 、 前 記 押 圧 部 材 に 連 動 す る 部 分 と 、 前 記 ス ト ッ

パ ユ ニ ッ ト に 連 動 す る 部 分 と の 間 に 設 け ら れ て い る の で 、 前 記 押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 ス ト

ッ パ ユ ニ ッ ト の 移 動 ス ト ロ ー ク は 、 前 記 椅 子 本 体 の 座 部 の 昇 降 位 置 に 依 存 し な い 。 そ れ ゆ

え 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 椅 子 本 体 の 座 部 の 昇 降 位 置 に 依 存 せ ず 、 押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び ス ト

ッ パ ユ ニ ッ ト を 含 む 支 持 機 構 が 設 け ら れ 、 汎 用 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 は 、 前 記 脚 部 に 対 す る 前 記 ス ト ッ パ の 相 対 位 置 を 保 持

す る ス ト ッ パ 保 持 部 材 を 備 え 、 当 該 ス ト ッ パ 保 持 部 材 は 、 前 記 椅 子 本 体 の 前 記 脚 部 に 設 け

ら れ て い る 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 前 記 脚 部 に 対 す る 前 記 ス ト ッ パ の 相 対 位 置 が 保 持 さ れ る の で 、 キ

ャ ス タ に よ る 椅 子 本 体 の 移 動 ま た は 前 記 回 転 機 構 に よ る 椅 子 本 体 の 回 転 に 伴 う 、 前 記 椅 子

本 体 の 前 記 脚 部 の 破 損 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 椅 子 の 前 記 椅 子 本 体 の 脚 部 は 、 キ ャ ス タ 付 脚 を 備 え た 構 成

で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 椅 子 本 体 の 移 動 範 囲 が 大 き く な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 例 え ば 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る

人 が 椅 子 本 体 に 手 を つ き な が ら 立 ち 上 が っ て も 、 椅 子 本 体 の 安 定 性 を 維 持 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 椅 子 の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 図 １ に 示 す 椅 子 に お け る 椅 子 本 体 の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （

ｂ ） は 、 椅 子 本 体 に お け る 座 部 及 び 脚 部 を 連 結 す る 連 結 部 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 椅 子 に 備 え ら れ た 押 圧 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 し 、 （ ａ ） は 、 上 面 図 で あ

り 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 椅 子 に 備 え ら れ た ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 し 、 （ ａ ） は 、 上 面 図

で あ り 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 下 面 図 で あ り 、 （ ｄ ） は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト が

装 着 さ れ た 椅 子 本 体 の 構 成 を 示 す 下 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 椅 子 に お け る 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 の 支 持 動 作 時

の 押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 椅 子 に お け る 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 の 支 持 動 作 を

示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 を 示 し 、 （ ｂ ）

は 、 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ た 押 圧 状 態 を 示 す 。

【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 椅 子 に 備 え ら れ た 噛 合 部 の 構 成 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 の 当 接

板 部 の 下 面 側 に 形 成 さ れ た 噛 合 部 （ 凸 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 ス ト ッ

パ の 当 接 板 部 の 上 面 側 に 形 成 さ れ た 噛 合 部 （ 凹 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は

、 噛 合 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 椅 子 に 備 え ら れ た 噛 合 部 の 別 の 構 成 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 の

当 接 板 部 の 下 面 側 に 形 成 さ れ た 噛 合 部 （ 凸 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 ス

ト ッ パ の 当 接 板 部 の 上 面 側 に 形 成 さ れ た 噛 合 部 （ 凹 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ ｃ

） は 、 噛 合 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 椅 子 の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す 椅 子 に お け る 椅 子 本 体 の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 す 椅 子 に 備 え ら れ た 押 圧 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 し 、 （ ａ ） は 、 上 面 図 で

あ り 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 椅 子 に お け る 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 の 支 持 動 作

時 の 押 圧 ユ ニ ッ ト 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 椅 子 に お け る 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 の 支 持 動 作

を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 を 示 し 、 （ ｂ

） は 、 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ た 押 圧 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 椅 子 の 概 略 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 、 押

圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 を 示 し 、 （ ｂ ） は 、 押 圧 部 材 に 外 力 が 掛 か っ た 押

圧 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 椅 子 に 備 え ら れ た ベ ア リ ン グ の 概 略 構 成 を 説 明 す る

た め の 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る 実 施 の 形 態 （ 以 下 、 「 実 施 形 態 」 と も 表 記 す る ） を 、 図 面

に 基 づ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 以 下 で 説 明 す る 本 実 施 形 態 は 、 あ ら ゆ る 点 に お い て 本 発 明

の 例 示 に 過 ぎ な い 。 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 改 良 や 変 形 を 行 う こ と が で き

る こ と は 言 う ま で も な い 。 つ ま り 、 本 発 明 の 実 施 に あ た っ て 、 実 施 形 態 に 応 じ た 具 体 的 構

成 が 適 宜 採 用 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 〔 実 施 形 態 １ 〕

　 § １ 　 適 用 例

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子

１ の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ２ の （ ａ ） は 、 図 １ に 示 す 椅 子 １ に お け る 椅 子 本 体

２ の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ の （ ｂ ） は 、 椅 子 本 体 ２ に お け る 座 部 ２ １

及 び 脚 部 ２ ２ を 連 結 す る 連 結 部 ２ ３ の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 椅

子 本 体 ２ に お い て 、 座 部 ２ １ 側 を 上 側 と し 、 脚 部 ２ ２ 側 を 下 側 と す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ は 、 椅 子 本 体 ２ と 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ と

、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ と 、 回 転 係 止 部 ５ と 、 を 備 え て い る 。 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ

ユ ニ ッ ト ４ は 、 椅 子 本 体 ２ を 支 持 す る 支 持 機 構 を 構 成 す る 部 材 ユ ニ ッ ト で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ よ り も 上 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 押 圧

ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ は 独 立 し て 、 上 下 方 向 に 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ て い

る 。 外 部 の 力 に よ り 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ が 下 方 へ 押 圧 さ れ る と 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ が 降 下 し て ス

ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ に 当 接 す る 。 そ し て 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ は 、 上 側 か ら 押 圧 ユ ニ ッ ト ３

が 当 接 し た 状 態 で 下 方 に 移 動 し 、 床 面 に 接 触 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ２ の （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 椅 子 本 体 ２ は 、 少 な く と も 座 部 ２ １ と 脚 部 ２ ２ と を 備

え て お り 、 脚 部 ２ ２ に 対 し 座 部 ２ １ を 回 転 さ せ る 回 転 機 構 を 有 し て い る 。 ま た 、 脚 部 ２ ２

は 、 キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ を 備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 椅 子 本 体 ２ は 、 キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ

に よ り 床 面 上 を 移 動 可 能 に な る と と も に 、 座 部 ２ １ が 回 転 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 座 部 ２ １ と 脚 部 ２ ２ と を 連 結 す る 連 結 部 ２ ３ は 、 座 部 ２ １ に 連 結 す る 座 部 側 連 結

部 ２ ４ と 、 脚 部 ２ ２ に 連 結 し て い る 脚 部 側 連 結 部 ２ ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 回 転 機

構 に よ り 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ と 脚 部 側 連 結 部 ２ ５ と は 互 い に 独 立 し て 回 転 す る 。 そ れ ゆ え

、 座 部 ２ １ 及 び 脚 部 ２ ２ は 、 連 結 部 ２ ３ を 軸 と し て 、 互 い に 独 立 し て 回 転 す る 。 ま た 、 図

２ の （ ｂ ） に 示 さ れ る 例 で は 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ は 、 四 角 柱 形 状 で あ り 、 脚 部 側 連 結 部 ２

５ は 、 円 柱 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 側 連 結 部 ２ ４ に は 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 脚 部

側 連 結 部 ２ ５ に は ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ は 、 押 圧 部 材 ３ １ と 、 弾 性 バ ネ ３ ２ （ 第 ２ 弾 性 部 材 ） と 、 ダ ン パ ー 部 ３

３ と 、 を 備 え 、 押 圧 部 材 ３ １ が 上 下 方 向 に 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 弾 性 バ ネ ３ ２

は 、 押 圧 部 材 ３ １ が ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ か ら 離 間 す る 方 向 に 付 勢 す る よ う に 設 け ら れ て い

る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ が 弾 性 収 縮 す る と 、 上 方 向 に 力 が 掛 か る 。

例 え ば 、 図 １ に 示 す 構 成 で は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 内 部 に 座 部 側 連 結 部 ２ ４ が 挿 入 さ れ た 状

態 で 椅 子 本 体 ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ は 、 下 側 の 端 部 が 押 圧 部 材 ３ １ に 取 り 付 け ら れ る 一 方 、 上 側 の 端

部 は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ダ ン パ ー 部 ３ ３ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の

弾 性 変 形 に よ り 生 じ た 押 圧 部 材 ３ １ の 上 方 向 へ の 移 動 速 度 を 減 衰 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 そ

れ ゆ え 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 弾 性 変 形 に よ り 押 圧 部 材 ３ １ に 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て も 、 押 圧 部

材 ３ １ は 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ の 作 用 に よ り 、 上 昇 速 度 が 抑 制 さ れ る 。 そ の 結 果 、 押 圧 部 材 ３

１ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 作 用 に よ り 、 ゆ っ く り と 上 昇 す る 。 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １ の 不 意 な

飛 び 跳 ね を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ３ は 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ の 構 成 を 示 し 、 図 ３ の （ ａ ） は 、 上 面 図 で あ り 、 図 ３ の （ ｂ ）

は 正 面 図 で あ り 、 図 ３ の （ ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ３ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ と 、 柱 部 ３

１ ｂ と 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ と 、 を 有 す る 。 肘 置 き 部 ３ １ ａ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 押 圧 動 作 を す

る た め の 操 作 部 と し て 機 能 す る 。 柱 部 ３ １ ｂ は 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ と 当 接 板 部 ３ １ ｃ と を 連

結 す る 部 分 で あ る 。 当 接 板 部 ３ １ ｃ は 、 下 面 ３ １ ｅ に て ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ に 当 接 す る 。

当 接 板 部 ３ １ ｃ の 上 面 に は 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ の 中 央 に は 、 開 口 部 ３ １ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 開 口 部 ３ １ ｄ

に は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 側 連 結 部 ２ ４ が 挿 入 さ れ る 。 す な わ ち 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 当 接 板

部 ３ １ ｃ の 開 口 部 ３ １ ｄ に 座 部 側 連 結 部 ２ ４ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 椅 子 本 体 ２ に 取 り 付 け

ら れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ に 沿 っ て 上 下 方 向 に 昇 降 す る

よ う に な っ て い る 。 座 部 側 連 結 部 ２ ４ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 昇 降 を 案 内 す る ガ イ ド 軸 と し て
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機 能 す る と い え る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 開 口 部 ３ １ ｄ を 構 成 す る 側 壁 の 形 状 は 、 四 角 柱 形 状 の 座 部 側 連 結 部 ２ ４ に 適 合 す

る よ う に 四 角 形 と な っ て い る 。 ま た 、 開 口 部 ３ １ ｄ の 寸 法 は 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ の 外 周 寸

法 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 こ の よ う に 、 開 口 部 ３ １ ｄ の 外 形 寸 法 と 座 部 側 連 結 部 ２ ４ の 外 周 寸

法 と が ほ ぼ 同 じ に な っ て い る の で 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ が 回 転 機 構 に よ り 回 転 す る と 、

押 圧 部 材 ３ １ は 座 部 ２ １ の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る 。 そ し て 、 外 部 の 力 に よ り 押 圧 ユ ニ ッ

ト ３ が 下 方 へ 押 圧 さ れ て い な い と き 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ は 、 椅 子 本 体 ２ の 脚 部 側 連 結 部

２ ５ に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 回 転 し な い 。 押 圧 部 材 ３ １ は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ と 独

立 し て 回 転 す る 。 な お 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ は 四 角 柱 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 座 部

側 連 結 部 ２ ４ と 押 圧 部 材 ３ １ と が 連 動 し て 回 転 可 能 な 構 造 で あ れ ば ど の よ う な 構 造 で あ っ

て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ に お け る 開 口 部 ３ １ ｄ の 周 囲 に は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ を 収 容 す る バ ネ

収 容 空 間 部 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の バ ネ 収 容 空 間 部 の 上 端 に は 弾 性 バ ネ ３ ２ を

係 止 す る 係 止 部 が 設 け ら れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 一 部 は バ ネ 収 容 空 間 部 に 収

容 さ れ て お り 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 上 面 が 係 止 さ れ て い る 。 そ し て 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ は 、 弾 性

バ ネ ３ ２ が 弾 性 収 縮 し た と き 、 弾 性 バ ネ ３ ２ 全 体 が 開 口 部 ３ １ ｄ 周 囲 の バ ネ 収 容 空 間 部 内

に 収 容 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ が ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ に

当 接 し た と き 、 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 全 体 が 弾 性 収 縮 し た 状 態 で 当 接 板 部 ３ １ ｃ の バ ネ 収 容 空

間 部 に 収 容 さ れ る 。 こ の た め 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ と が 当 接 し た と き 、 弾

性 バ ネ ３ ２ が 干 渉 す る こ と が な い の で 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ と ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ と の 間 に 隙

間 が 生 じ る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ は 、 ス ト ッ パ ４ １ と 、 弾 性 バ ネ ４ ２ （ 第 １ 弾 性 部 材 ） と 、 接

地 部 ４ ３ と 、 を 備 え 、 ス ト ッ パ ４ １ が 上 下 方 向 に 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ス ト ッ

パ ４ １ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当 接 板 部 ３ １ ｃ に 当 接 す る 。 弾 性 バ ネ ４ ２ は 、 ス ト ッ パ ４ １ が

床 面 か ら 離 間 す る 方 向 に 付 勢 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 ス ト ッ パ ４ １ は 、 弾

性 バ ネ ４ ２ が 弾 性 収 縮 す る と 、 上 方 向 に 力 が 掛 か る 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す 構 成 で は 、 弾 性

バ ネ ４ ２ は 、 内 部 に 脚 部 側 連 結 部 ２ ５ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 椅 子 本 体 ２ に 取 り 付 け ら れ て い

る 。 ま た 、 接 地 部 ４ ３ は 、 ス ト ッ パ ４ １ の 下 端 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ４ は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ の 構 成 を 示 し 、 図 ４ の （ ａ ） は 、 上 面 図 で あ り 、 図 ４ の （

ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 図 ４ の （ ｃ ） は 下 面 図 で あ り 、 図 ４ の （ ｄ ） は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト

４ が 装 着 さ れ た 椅 子 本 体 ２ の 構 成 を 示 す 下 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ４ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ス ト ッ パ ４ １ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ と 、 複 数 の

柱 部 ４ １ ｃ と 、 を 有 す る 。 当 接 板 部 ４ １ ａ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当 接 板 部 ３ １ ｃ と 当 接 す る

上 面 ４ １ ｄ を 有 し 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ と 略 同 じ 外 周 寸 法 を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 当 接 板 部 ４ １ ａ の 中 央 に は 、 開 口 部 ４ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 開 口 部 ４ １ ｂ を 構

成 す る 側 壁 の 形 状 は 、 円 柱 形 状 の 脚 部 側 連 結 部 ２ ５ に 適 合 す る よ う に 円 形 と な っ て い る 。

ま た 、 開 口 部 ４ １ ｂ の 寸 法 は 、 脚 部 側 連 結 部 ２ ５ の 外 周 寸 法 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 柱 部 ４ １ ｃ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ の 下 面 か ら 下 方 へ 延 び て い る 。 柱 部 ４ １ ｃ の 下 端

部 に は 接 地 部 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。 柱 部 ４ １ ｃ は 、 脚 部 ２ ２ に お け る 複 数 の キ ャ ス タ 付

脚 ２ ２ ａ に 対 応 し て 設 け ら れ て お り 、 キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ 間 の 空 間 を 通 過 し て 接 地 部 ４ ３

に 連 結 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ れ に よ り 、 椅 子 本 体 ２ の 脚 部 ２ ２ が 回 転 機 構 に よ り 回 転 す る と 、 各 キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２
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ａ は 柱 部 ４ １ ｃ に 当 接 し た 状 態 で 回 転 す る 。 そ の 結 果 、 ス ト ッ パ ４ １ は 、 キ ャ ス タ 付 脚 ２

２ ａ と 柱 部 ４ １ ｃ と の 当 接 に よ り 、 脚 部 ２ ２ に 連 動 し て 回 転 す る 。 こ の と き 、 押 圧 ユ ニ ッ

ト ３ は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 側 連 結 部 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 回 転 し な い 。 ス ト ッ

パ ４ １ は 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ と 独 立 し て 回 転 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 接 地 部 ４ ３ は 、 床 面 と の 接 触 に よ り 、 床 面 に 吸 着 す る 、 あ る い は 、 床 面 と の 摩 擦 が 大 き

く な る 機 能 を 有 す る 。 接 地 部 ４ ３ は 、 床 面 と の 摩 擦 が 大 き く な る ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 に よ

り 構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 床 面 に 吸 着 す る よ う に 、 穴 の 空 い た 吸 盤 で あ っ て も よ い

し 、 半 粘 着 材 料 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 図 ４ の （ ｃ ） 及 び （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 接 地 部 ４ ３ は 、 円 環 形 状 で あ る 。 接

地 部 ４ ３ の 形 状 は 、 円 環 形 状 に 限 定 さ れ ず 、 上 述 し た 機 能 を 有 す る 形 状 で あ れ ば 、 特 に 限

定 さ れ な い 。 例 え ば 、 接 地 部 ４ ３ の 形 状 は 、 多 角 形 環 形 状 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 接 地 部

４ ３ は 、 複 数 の 柱 部 ４ １ ｃ そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 図 １ に 示 さ れ る 回 転 係 止 部 ５ は 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ の ス ト ッ パ ４ １ 及 び 押 圧 ユ

ニ ッ ト ３ の 押 圧 部 材 ３ １ が 接 触 し た と き に 互 い の 回 転 を 係 止 す る 機 能 を 有 す る 。 回 転 係 止

部 ５ は 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い の 対 向 部 分 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 回 転 係

止 部 ５ に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ は 、 当 接 し た 状 態 で は 、 互 い の 独 立 し た 回

転 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 （ 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ を 備 え た 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動

作 ）

　 図 ５ は 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 時 の 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ

ト ４ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６ は 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 を

示 す 側 面 図 で あ り 、 図 ６ の （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 を 示

し 、 図 ６ の （ ｂ ） は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ た 押 圧 状 態 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ５ 及 び 図 ６ の （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状

態 で は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ る 付 勢 に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当 接 板 部 ３ １ ｃ と ス ト ッ パ ４ １

の 当 接 板 部 ４ １ ａ と は 離 間 し て い る 。 さ ら に 、 座 部 ２ １ に 固 定 さ れ た ダ ン パ ー 部 ３ ３ に よ

る 当 接 板 部 ３ １ ｃ へ の 押 圧 に よ り 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ か ら 離 間 し た 所 定

の 位 置 に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 弾 性 バ ネ ４ ２ に よ る 付 勢 に よ り 、 ス ト ッ パ ４ １ の 柱 部 ４ １ ｃ に 連 結 す る 接 地 部 ４

３ は 、 床 面 か ら 離 間 し て い る 。 さ ら に 、 ス ト ッ パ ４ １ に は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ る 下 方 向 の

力 が 掛 か っ て い る の で 、 接 地 部 ４ ３ は 、 床 面 か ら 離 間 し た 所 定 の 位 置 に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の よ う な 自 然 状 態 で は 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と は 離 間 し て お り 、 か つ 椅 子 本

体 ２ の 回 転 機 構 に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ は 座 部 ２ １ に 連 動 し て 回 転 す る 一 方 、 ス ト ッ パ ４ １

は 、 脚 部 ２ ２ に 連 動 し て 回 転 す る 。 そ れ ゆ え 、 自 然 状 態 に お い て 、 椅 子 本 体 ２ を 使 用 す る

ユ ー ザ は 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ に よ る 影 響 を 受 け る こ と な く 、 椅 子 本

体 ２ を 移 動 ま た は 回 転 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 そ し て 、 例 え ば ユ ー ザ が 押 圧 部 材 ３ １ の 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手 を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た

と き 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に ユ ー ザ の 体 重 が か か り 、 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 の 外 力 が か か る 。

こ の よ う に 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 の 外 力 が か か っ た と き 、 押 圧 部 材 ３ １ は 下 方 向 に 移 動 す

る 。 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当 接 板 部 ３ １ ｃ と ス ト ッ パ ４ １ の 当 接 板 部 ４ １ ａ と が 当 接 す

る と 、 ス ト ッ パ ４ １ が 押 圧 部 材 ３ １ に よ り 下 方 向 に 押 圧 さ れ て 下 方 向 に 移 動 す る 。 そ し て

、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 に 接 地 す る こ と に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 下 方 向 の 移
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動 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の と き 、 図 ６ の （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ 内 部 に て

弾 性 収 縮 し 、 弾 性 バ ネ ４ ２ も 弾 性 収 縮 し て い る 。 こ の た め 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４

１ に は 、 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て い る 。 こ の 上 方 向 の 力 よ り も 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に か か っ た

外 力 が 遥 か に 大 き い の で 、 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手 を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た と き 、

接 地 部 ４ ３ は 床 面 に 接 地 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 に 外 力 が か か り 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 に 接 地 し た 状 態 で は

、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と は 当 接 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ と 当 接

板 部 ４ １ ａ と が 回 転 係 止 部 ５ に よ り 互 い に 係 止 さ れ る の で 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １

と は 、 回 転 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手 を 掛 け 押 圧

部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い る 間 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ は 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面

に 接 地 さ れ た 状 態 で 安 定 に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 位 置 は 、

キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ に よ る 椅 子 本 体 ２ の 移 動 ま た は 回 転 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 回 転 動 作

に 影 響 さ れ な い 。 そ れ ゆ え 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 膝 に 力 が 入

り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る 人 が 椅 子 本 体 に 手 を つ き な が ら 立 ち 上 が っ て も

、 椅 子 本 体 ２ の 安 定 性 を 維 持 で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ か ら 手 を 離 し 椅 子 本 体 ２ か ら 離 席 し た と き 、 押 圧 部 材 ３ １ に は

外 力 が 掛 か ら な い 。 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ そ れ ぞ れ に は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ 及 び 弾 性

バ ネ ４ ２ に よ る 付 勢 に よ り 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て い る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト

ッ パ ４ １ は 、 自 然 状 態 、 す な わ ち 、 図 ６ の （ ａ ） に 示 さ れ た 状 態 に 復 帰 す る 。 こ の と き 、

押 圧 部 材 ３ １ は 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ の 作 用 に よ り 上 昇 速 度 が 抑 制 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部

材 ３ １ は 、 ゆ っ く り と 上 昇 す る 。 し た が っ て 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ に よ り 、 弾 性 バ ネ ３ ２ 及 び

弾 性 バ ネ ４ ２ の 弾 性 変 形 に よ り 生 じ た 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 椅 子 本 体 ２ に 対 す

る 衝 撃 を 緩 和 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ は 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ を 押 圧 す る 操 作 部 と し て 肘 置 き 部 ３

１ ａ を 有 す る 押 圧 部 材 ３ １ を 備 え て い た 。 し か し 、 押 圧 部 材 ３ １ の 操 作 部 は 、 肘 置 き 部 ３

１ ａ に 限 定 さ れ ず 、 押 圧 部 材 ３ １ を 下 方 向 に 押 圧 す る こ と が 可 能 な 構 成 で あ れ ば よ い 。 例

え ば 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 代 え て 、 下 方 向 へ の 押 圧 を 操 作 す る 操 作 レ バ ー

を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 § ２ 　 構 成 例

　 （ 回 転 係 止 部 ５ ）

　 回 転 係 止 部 ５ は 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い の 回 転 を 係 止 す る 構 成 で あ れ ば

よ い 。 図 ７ は 、 回 転 係 止 部 ５ の 構 成 例 を 示 し 、 図 ７ の （ ａ ） は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ の 下 面 ３

１ ｅ 側 に 形 成 さ れ た 回 転 係 止 部 ５ （ 凸 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ７ の （ ｂ ） は 、

当 接 板 部 ４ １ ａ の 上 面 ４ １ ｄ 側 に 形 成 さ れ た 回 転 係 止 部 ５ （ 凹 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で

あ り 、 図 ７ の （ ｃ ） は 、 回 転 係 止 部 ５ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 ７ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ た 例 で は 、 回 転 係 止 部 ５ は 、 複 数 の 直 線 状 の 凸 部 ５ １ と

凸 部 ５ １ に 噛 み 合 う 複 数 の 直 線 状 の 凹 部 ５ ２ と か ら 構 成 さ れ た 噛 合 部 で あ る 。 凸 部 ５ １ は

、 当 接 板 部 ３ １ ｃ の 下 面 ３ １ ｅ に 形 成 さ れ て い る 一 方 、 凹 部 ５ ２ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ の 上

面 ４ １ ｄ に 形 成 さ れ て い る 。 直 線 状 の 凸 部 ５ １ は そ れ ぞ れ 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ に お け る 開 口

部 ３ １ ｄ の 中 央 か ら 放 射 状 に 延 び て い る 。 ま た 、 直 線 状 の 凹 部 ５ ２ は そ れ ぞ れ 、 当 接 板 部

４ １ ａ に お け る 開 口 部 ４ １ ｂ の 中 央 か ら 、 放 射 状 に 延 び て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 凸 部 ５ １ は 、 下 面 ３ １ ｅ に お い て 、 開 口 部 ３ １ ｄ の 中 央 を 軸 と し て 回 転 対 称 に な る よ う
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に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 凹 部 ５ ２ は 、 凸 部 ５ １ と 同 様 の 形 状 で 、 上 面 ４ １ ｄ に お い て 、

開 口 部 ４ １ ｂ の 中 央 を 軸 と し て 回 転 対 称 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 押 圧 部 材 ３ １ か ス

ト ッ パ ４ １ に 当 接 し た と き 、 凸 部 ５ １ と 凹 部 ５ ２ と が 噛 み 合 う こ と に よ っ て 、 押 圧 部 材 ３

１ と ス ト ッ パ ４ １ と は 、 互 い の 回 転 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ７ の （

ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す 回 転 係 止 部 ５ で は 、 凸 部 ５ １ 及 び 凹 部 ５ ２ は 、 椅 子 本 体 ２ の 回 転 機

構 に よ る 回 転 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス

ト ッ パ ４ １ と は 、 互 い の 独 立 し た 回 転 移 動 も 係 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ８ は 、 回 転 係 止 部 ５ の 別 の 構 成 例 を 示 し 、 図 ８ の （ ａ ） は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ の 下 面 ３

１ ｅ 側 に 形 成 さ れ た 回 転 係 止 部 ５ （ 凸 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ８ の （ ｂ ） は 、

当 接 板 部 ４ １ ａ の 上 面 ４ １ ｄ 側 に 形 成 さ れ た 回 転 係 止 部 ５ （ 凹 部 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で

あ り 、 図 ８ の （ ｃ ） は 、 回 転 係 止 部 ５ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 ８ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 回 転 係 止 部 ５ は 、 複 数 の 円 柱 状 の 凸 部 ５ ３ と

凸 部 ５ １ に 噛 み 合 う 複 数 の 円 柱 容 器 状 の 凹 部 ５ ４ と か ら 構 成 さ れ た 噛 合 部 で あ る 。 凸 部 ５

３ は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ の 下 面 ３ １ ｅ に 形 成 さ れ て い る 一 方 、 凹 部 ５ ４ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ

の 上 面 ４ １ ｄ に 形 成 さ れ て い る 。 凸 部 ５ ３ は そ れ ぞ れ 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ に お け る 開 口 部 ３

１ ｄ の 中 央 を 軸 と し て 回 転 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 凹 部 ５ ４ は そ れ ぞ れ 、 当 接 板 部

４ １ ａ に お け る 開 口 部 ４ １ ｂ を 軸 と し て 回 転 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ８ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ た 回 転 係 止 部 ５ に お い て も 、 押 圧 部 材 ３ １ か ス ト ッ パ ４

１ に 当 接 し た と き 、 凸 部 ５ ３ と 凹 部 ５ ４ と が 噛 み 合 う こ と に よ っ て 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト

ッ パ ４ １ と は 、 互 い の 回 転 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 凸 部 ５ ３ 及 び 凹 部

５ ４ は 、 椅 子 本 体 ２ の 回 転 機 構 に よ る 回 転 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 形 成 さ れ て い る の

で 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い の 独 立 し た 回 転 移 動 も 係 止 さ れ る 。 な お 、 凸 部

５ ３ は 、 図 ８ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 下 端 が 円 錐 形 状 （ 頂 点 が 丸

く て も よ い ） と な っ た 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 凸 部 ５ ３ が 凹 部 ５ ４ に 挿 入 さ れ

や す く な る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 回 転 係 止 部 の 他 の 例 と し て は 、 例 え ば 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い に 対 向 す

る 対 向 部 分 に 形 成 さ れ た 、 ゴ ム 等 の 摩 擦 抵 抗 部 材 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 摩 擦 抵 抗

部 材 に よ っ て も 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い に 独 立 し た 回 転 が 係 止 さ れ 得 る 。

さ ら に 、 回 転 係 止 部 は 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い に 対 向 す る 対 向 部 分 に 形 成

さ れ た 粗 面 で 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 粗 面 同 士 の 摩 擦 に よ っ て も 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ

パ ４ １ と の 互 い に 独 立 し た 回 転 が 係 止 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 （ 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ を 含 む 支 持 機 構 の 、 椅 子 本 体 ２ の 支 持 装 置 と

し て の 利 用 ）

　 本 実 施 形 態 に て 使 用 さ れ る 支 持 機 構 は 、 市 販 さ れ て い る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 装 置 に 組 み 込

ま れ 得 る 。 こ の 場 合 、 椅 子 本 体 ２ の 支 持 装 置 は 、 上 述 し た 支 持 機 構 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の 場 合 、 椅 子 本 体 ２ の 支 持 装 置 、 例 え ば 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ が 円 柱 形 状 で あ る 市 販 の

椅 子 本 体 ２ に 対 応 さ せ る た め 、 内 周 が 座 部 側 連 結 部 ２ ４ の 円 柱 形 状 の 外 周 に 適 合 し 、 か つ

外 周 が 開 口 部 ３ １ ｄ の 内 壁 形 状 に 適 合 し た 開 口 付 属 部 材 を 備 え て い て も よ い 。 こ の よ う な

開 口 付 属 部 材 が 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ が 円 柱 形 状 で あ っ て も 、 押

圧 部 材 ３ １ を 座 部 ２ １ の 回 転 に 連 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 〔 実 施 形 態 ２ 〕

　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 上 記 実 施 形 態

に て 説 明 し た 部 材 と 同 じ 機 能 を 有 す る 部 材 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 記 し 、 そ の 説 明 を 繰
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り 返 さ な い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 図 ９ に

示 す 椅 子 １ Ａ に お け る 椅 子 本 体 ２ の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ １ は 、 椅 子

１ Ａ に 備 え ら れ た 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ の 構 成 を 示 し 、 図 １ １ の （ ａ ） は 、 上 面 図 で あ り 、 図 １

１ の （ ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 図 １ １ の （ ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ は 、 特 に 座 部 ２ １ を 昇 降 さ せ る 座 部 昇 降 機 構 が 椅 子 本 体 ２ に

設 け ら れ た 構 成 に 好 適 に 適 用 さ れ 得 る 。 図 ９ ～ 図 １ １ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ た 椅 子 １

Ａ で は 、 椅 子 本 体 ２ は 、 座 部 昇 降 機 構 に よ り 座 部 ２ １ の み が 昇 降 す る 構 成 で あ る と す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 ９ ～ 図 １ １ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ は 、 押 圧

ユ ニ ッ ト ３ の ダ ン パ ー 部 ３ ３ が 、 椅 子 本 体 ２ に 設 け ら れ た ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ に 固 定

さ れ て い る 点 が 前 記 実 施 形 態 １ と 異 な る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ で は 、 ス ト ッ

パ ユ ニ ッ ト ４ は 、 脚 部 ２ ２ に 対 す る ス ト ッ パ ４ １ の 相 対 位 置 を 保 持 す る ス ト ッ パ 保 持 部 材

４ ４ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 １ １ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ は 、 板 状 で あ り 、

中 央 に 開 口 部 ３ １ ｇ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 開 口 部 ３ １ ｇ に は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 側 連 結

部 ２ ４ が 挿 入 固 定 さ れ る 。 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ に お け る 水 平 方 向 の 対 応 す る ２ つ の 端

部 に は そ れ ぞ れ 、 切 欠 部 ３ １ ｈ （ 図 １ ２ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 欠 部 ３ １ ｈ に は

、 押 圧 部 材 ３ １ の 柱 部 ３ １ ｂ が 挿 入 さ れ る 。 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ は 、 椅 子 本 体 ２ に 固

定 さ れ る 部 材 で あ り 、 押 圧 部 材 ３ １ と 独 立 し て い る 。 そ れ ゆ え 、 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ

は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 昇 降 と 連 動 し て 昇 降 せ ず 、 そ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 押

圧 ユ ニ ッ ト ３ は 、 座 部 ２ １ の 昇 降 と 連 動 し て 昇 降 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 ま た 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 ス ト ッ パ 保 持 部 材 ４ ４ は 、 脚 部 ２ ２ に お け る 対 向 す る

キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ 間 を 連 結 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ス ト ッ パ 保 持 部 材 ４ ４ に は 、 ス

ト ッ パ ４ １ の 柱 部 ４ １ ｃ が 挿 通 す る 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。 ス ト ッ パ ４ １ は 、 ス ト ッ パ

保 持 部 材 ４ ４ に よ り キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ と 柱 部 ４ １ ｃ と が 保 持 さ れ た 状 態 で 脚 部 ２ ２ に 連

動 し て 回 転 す る 。 こ の と き 、 ス ト ッ パ 保 持 部 材 ４ ４ に よ り 、 回 転 機 構 に よ り 脚 部 ２ ２ が 回

転 し て も 、 各 キ ャ ス タ 付 脚 ２ ２ ａ と 柱 部 ４ １ ｃ と が 当 接 し な い 。 そ れ ゆ え 、 キ ャ ス タ 付 脚

２ ２ ａ と 柱 部 ４ １ ｃ と の 当 接 に よ る 破 損 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 （ 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ を 備 え た 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動

作 ）

　 図 １ ２ は 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 時 の 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ

ッ ト ４ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ３ は 、 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動

作 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 １ ３ の （ ａ ） は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状

態 を 示 し 、 図 １ ３ の （ ｂ ） は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ た 押 圧 状 態 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ の （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自

然 状 態 で は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ り 付 勢 さ れ る 。 ま た 、 ダ ン パ ー 固 定 部

材 ３ １ ｆ に 固 定 さ れ た ダ ン パ ー 部 ３ ３ は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ へ 押 圧 し て い る 。 こ の た め 、 当

接 板 部 ３ １ ｃ は 、 当 接 板 部 ４ １ ａ か ら 離 間 し た 所 定 の 位 置 に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 １ ３ の （ ａ ） に 示 さ れ た 状 態 で 、 例 え ば ユ ー ザ が 押 圧 部 材 ３ １ の 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手

を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た と き 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に ユ ー ザ の 体 重 が か か り 、 押 圧 部 材 ３ １

に 下 方 向 の 外 力 が か か る 。 こ の よ う に 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 の 外 力 が か か っ た と き 、 押 圧

部 材 ３ １ は 下 方 向 に 移 動 す る 。 一 方 、 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ は 、 椅 子 本 体 ２ の 連 結 部 ２
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３ に 固 定 さ れ て い る の で 、 下 方 向 に 移 動 し な い 。 そ し て 、 ス ト ッ パ ４ １ が 押 圧 部 材 ３ １ に

よ り 下 方 向 に 押 圧 さ れ て 下 方 向 に 移 動 す る 。 そ し て 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 に 接 地 す る こ と に

よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 下 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 こ の と き 、 図 １ ３ の （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ 内 部 に

て 弾 性 収 縮 し 、 弾 性 バ ネ ４ ２ も 弾 性 収 縮 し て い る 。 こ の た め 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ

４ １ に は 、 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て い る 。 こ の 上 方 向 の 力 よ り も 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に か か っ

た 外 力 が 遥 か に 大 き い の で 、 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手 を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た と き

、 接 地 部 ４ ３ は 床 面 に 接 地 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 に 外 力 が か か り 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 に 接 地 し た 状 態 で は

、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と は 当 接 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 当 接 板 部 ３ １ ｃ と 当 接

板 部 ４ １ ａ と が 回 転 係 止 部 ５ に よ り 互 い に 係 止 さ れ る の で 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １

と は 、 回 転 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ で は 、 実 施 形

態 １ に 係 る 椅 子 １ と 同 様 に 、 例 え ば 膝 に 力 が 入 り に く い 人 や 下 半 身 の 筋 力 が 低 下 し て い る

人 が 椅 子 本 体 に 手 を つ き な が ら 立 ち 上 が っ て も 、 椅 子 本 体 ２ の 安 定 性 を 維 持 で き る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ か ら 手 を 離 し 椅 子 本 体 ２ か ら 離 席 し た と き 、 押 圧 部 材 ３ １ に は

外 力 が 掛 か ら な い 。 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ そ れ ぞ れ に は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ 及 び 弾 性

バ ネ ４ ２ に よ る 付 勢 に よ り 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て い る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト

ッ パ ４ １ は 、 自 然 状 態 、 す な わ ち 、 図 １ ３ の （ ａ ） に 示 さ れ た 状 態 に 復 帰 す る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ に よ れ ば 、 ダ ン パ ー 部 ３ ３ は 、 椅 子 本 体 ２ に 設 け ら れ た ダ ン

パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ に 固 定 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 仮 に 、 座 部 昇 降 機 構 に よ り 椅 子 本 体 ２

の 座 部 ２ １ が 昇 降 し て も 、 支 持 動 作 中 の 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ の 移 動 ス

ト ロ ー ク は 、 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ と 床 面 と の 間 の 空 間 に 限 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 押 圧

ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ の 移 動 ス ト ロ ー ク は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ の 昇 降 位

置 に 依 存 し な い 。 そ れ ゆ え 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ａ は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ の 昇 降

位 置 に 依 存 せ ず 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ を 含 む 支 持 機 構 が 設 け ら れ 得 、

汎 用 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 な お 、 椅 子 本 体 ２ に お け る ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ の 固 定 位 置 は 、 座 部 側 連 結 部 ２ ４ に

限 定 さ れ な い 。 ダ ン パ ー 固 定 部 材 ３ １ ｆ の 固 定 位 置 は 、 座 部 昇 降 機 構 に よ り 昇 降 し な い 部

分 で あ り 、 か つ 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ の 十 分 な 移 動 ス ト ロ ー ク を 確 保

可 能 な 位 置 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 〔 実 施 形 態 ３ 〕

　 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 上 記 実

施 形 態 に て 説 明 し た 部 材 と 同 じ 機 能 を 有 す る 部 材 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 記 し 、 そ の 説

明 を 繰 り 返 さ な い 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 図 １ ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ の 概 略 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 １ ４ の （ ａ ）

は 、 押 圧 部 材 ３ １ ａ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 を 示 し 、 図 １ ４ の （ ｂ ） は 、 押 圧 部

材 ３ １ ａ に 外 力 が 掛 か っ た 押 圧 状 態 を 示 す 。 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ は 、 前 記 実 施 形 態

２ と 同 様 に 、 座 部 ２ １ を 昇 降 さ せ る 座 部 昇 降 機 構 が 椅 子 本 体 ２ に 設 け ら れ た 構 成 に 好 適 に

適 用 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 図 １ ４ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ は 、 押 圧 ユ

ニ ッ ト ３ Ｂ お よ び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ の 構 成 が 前 記 実 施 形 態 ２ と 異 な る 。 押 圧 ユ ニ ッ ト

３ Ｂ は 、 押 圧 部 材 ３ １ と 、 弾 性 バ ネ ３ ２ （ 第 ２ 弾 性 部 材 ） と 、 ダ ン パ ー 部 と し て の シ ョ ッ
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ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ と 、 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ と 、 ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ と 、 を 備 え て い る

。 ま た 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ は 、 ス ト ッ パ ４ １ と 、 弾 性 バ ネ ４ ２ （ 第 １ 弾 性 部 材 ） と 、

接 地 部 ４ ３ と 、 を 備 え 、 ス ト ッ パ ４ １ 及 び 接 地 部 ４ ３ が 上 下 方 向 に 昇 降 す る よ う に 構 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ Ｂ に お け る 押 圧 部 材 ３ １ は 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ と 、 柱 部 ３ １ ｂ と 、 肘 置 き

支 持 板 部 ３ １ ｉ と 、 当 接 棒 部 ３ １ ｊ と 、 を 有 す る 。 柱 部 ３ １ ｂ は 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ と 肘 置

き 支 持 板 部 ３ １ ｉ と を 連 結 す る 部 分 で あ る 。 ま た 、 当 接 棒 部 ３ １ ｊ は 、 棒 形 状 で あ り 、 そ

の 先 端 部 分 に ゴ ム 等 の 摩 擦 抵 抗 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 当 接 棒 部 ３ １ ｊ は 、 先 端 部 の 摩 擦

抵 抗 部 材 が 下 側 に な る よ う に 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ か ら 下 方 へ 突 出 し て 設 け ら れ て い る

。 ま た 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 連 動 し て 、 昇 降 移 動 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 弾 性 変 形 に よ り 生 じ た 押 圧 部 材 ３ １ の 上

方 向 へ の 移 動 速 度 を 減 衰 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 こ の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ に よ り 、 押

圧 部 材 ３ １ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ の 作 用 に よ り 、 ゆ っ く り と 上 昇 す る 。 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １

及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ の 不 意 な 飛 び 跳 ね を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 上 下 方 向 の 移 動 を 規 制 す る 機 能 を 有 し 、 規

制 板 部 ３ ４ ａ お よ び ３ ４ ｂ を 備 え て い る 。 規 制 板 部 ３ ４ ａ （ シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 固 定 部 材

） は 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ よ り も 上 側 に 配 置 さ れ て お り 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ り 上 昇 す る

押 圧 部 材 ３ １ を 係 止 す る 。 ま た 、 規 制 板 部 ３ ４ ｂ は 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ よ り も 下 側 に

配 置 さ れ て お り 、 降 下 す る 押 圧 部 材 ３ １ を 係 止 す る 。 ま た 、 ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ は 、 押 圧 部

材 ３ １ の 昇 降 を 案 内 す る 機 能 を 有 し 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ を 上 下 に 貫 通 す る よ う に 設 け

ら れ て い る 。 ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ は 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ と 規 制 板 部 ３ ４ ｂ と を 連 結 す る と と も

に 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ を 上 下 に 昇 降 さ せ る 役 割 が あ る 。 こ の ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ に よ り

、 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 中 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ と 規 制 板 部 ３ ４ ｂ と の 距 離 が 一 定 で あ る 。 ま

た 、 押 圧 部 材 ３ １ は 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ よ り も 上 側 に 移 動 す る こ と が な い 。 ま た 、 押 圧 部 材

昇 降 規 制 部 ３ ４ お よ び ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ は 、 椅 子 本 体 ２ に 固 定 さ れ て お ら ず 、 椅 子 本 体 ２

に 対 し て 独 立 し て 昇 降 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ Ｂ に お い て は 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 下 端 は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 肘

置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 上 端 は 、 押 圧

部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ の 規 制 板 部 ３ ４ ａ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 ガ イ ド 支 柱 部 ３ ５ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ と 押 圧

部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ と の 間 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 押 圧 部 材 ３ １ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ が 弾 性

収 縮 す る と 、 上 方 向 に 力 が 掛 か り 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ へ 向 か っ て 上 昇 す る 。 そ の 結 果 、 規 制

板 部 ３ ４ ａ と 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ と の 間 の 距 離 が 狭 く な る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に お け る ス ト ッ パ ４ １ は 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ と 、 中 間 板 部 ４ １ ｆ と

、 複 数 の 柱 部 ４ １ ｇ と 、 を 有 す る 。 当 接 板 部 ４ １ ｅ は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当 接 棒 部 ３ １ ｊ の

摩 擦 抵 抗 部 材 と 当 接 す る 。 ま た 、 中 間 板 部 ４ １ ｆ は 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ と 接 地 部 ４ ３ と の 間

に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ま た 、 柱 部 ４ １ ｇ は 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ の 下 面 か ら 下 方 へ 延 び 、 中 間 板 部 ４ １ ｆ を 貫 通 し

て 設 け ら れ て い る 。 柱 部 ４ １ ｇ の 下 端 部 に は 接 地 部 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。 柱 部 ４ １ ｇ は

、 椅 子 本 体 ２ の 脚 部 に お け る 複 数 の キ ャ ス タ 付 脚 に 対 応 し て 設 け ら れ て お り 、 キ ャ ス タ 付

脚 間 の 空 間 を 通 過 し て 接 地 部 ４ ３ に 連 結 し て い る 。 ま た 、 弾 性 バ ネ ４ ２ は 、 柱 部 ４ １ ｇ が

挿 入 さ れ た 状 態 で 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ と 中 間 板 部 ４ １ ｆ と の 間 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】
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　 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 中 、 柱 部 ４ １ ｇ に よ り 中 間 板 部 ４ １ ｆ と 接 地 部 ４ ３ と の 間 の 距 離

が 一 定 と な っ て い る 。 一 方 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ と 中 間 板 部 ４ １ ｆ と の 間 の 距 離 は 、 弾 性 バ ネ

４ ２ の 作 用 に よ り 可 変 と な っ て い る 。 弾 性 バ ネ ４ ２ は 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 か ら 離 間 す る 方

向 に 付 勢 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 ス ト ッ パ ４ １ は 、 弾 性 バ ネ ４ ２ が 弾 性 収

縮 す る と 、 上 方 向 に 力 が 掛 か る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ で は 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ お よ び ３ ４ ｂ

、 当 接 板 部 ４ １ ｅ 、 並 び に 中 間 板 部 ４ １ ｆ の 中 央 部 に 、 椅 子 本 体 ２ の 軸 部 ２ ６ が 挿 入 さ れ

る 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ お よ び ３

４ ｂ 、 並 び に 当 接 板 部 ４ １ ｅ は 、 椅 子 本 体 ２ に 固 定 さ れ て お ら ず 、 椅 子 本 体 ２ に 対 し て 独

立 し て 昇 降 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ は 、 ベ ア リ ン グ ６ を 備 え て い る 。 ベ ア リ ン グ ６ は 、 規

制 板 部 ３ ４ ｂ と 当 接 板 部 ４ １ ｅ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 こ の ベ ア リ ン グ ６ に よ り 、 椅 子

本 体 ２ の 支 持 動 作 中 、 規 制 板 部 ３ ４ ｂ と 当 接 板 部 ４ １ ｅ と の 間 の 距 離 が 一 定 と な っ て い る

。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ で は 、 椅 子 本 体 ２ の 支 持 動 作 中 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に 連

動 し て 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ お よ び ３ ４ ｂ を 有 す る 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ が 昇 降 す る よ う に

な っ て い る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 図 １ ５ は 、 ベ ア リ ン グ ６ の 概 略 構 成 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ５ に 示 さ れ る

よ う に 、 ベ ア リ ン グ ６ は 、 外 輪 部 ６ １ と 、 内 輪 部 ６ ２ と 、 を 備 え て い る 。 外 輪 部 ６ １ の 内

側 に は 、 内 輪 部 ６ ２ が 接 触 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 内 輪 部 ６ ２ に は 、 椅 子 本 体 ２ の 軸

部 ２ ６ が 挿 入 さ れ て い る 。 外 輪 部 ６ １ は 、 規 制 板 部 ３ ４ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 内 輪

部 ６ ２ は 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 ベ ア リ ン グ ６ で は 、 外 輪 部 ６ １ お よ び 内 輪 部 ６ ２ は 、 軸 部 ２ ６ を 軸 と し て 互 い に 独 立 し

て 回 転 す る 。 そ れ ゆ え 、 椅 子 １ Ｂ で は 、 ベ ア リ ン グ ６ に よ り 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４

１ と が 互 い に 独 立 し て 回 転 す る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ま た 、 椅 子 １ Ｂ に お い て 、 回 転 係 止 部 ５ は 、 当 接 棒 部 ３ １ ｊ の 先 端 部 分 に 設 け ら れ た 摩

擦 抵 抗 部 材 を 備 え て い る 。 当 接 棒 部 ３ １ ｊ が 当 接 板 部 ４ １ ｅ に 当 接 す る と 、 摩 擦 抵 抗 部 材

に よ っ て 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と の 互 い に 独 立 し た 回 転 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 （ 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ Ｂ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ を 備 え た 支 持 機 構 に よ る 椅 子 本 体 ２ の 支

持 動 作 ）

　 図 １ ４ の （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 押 圧 部 材 ３ １ に 外 力 が 掛 か っ て い な い 自 然 状 態 で は

、 当 接 棒 部 ３ １ ｊ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ り 付 勢 さ れ た 状 態 で 、 当 接 板 部 ４ １ ｅ か ら 離 間 し

た 所 定 の 位 置 に 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 弾 性 バ ネ ４ ２ に よ る 付 勢 に よ り 、 ス ト ッ パ ４ １ の

柱 部 ４ １ ｇ に 連 結 す る 接 地 部 ４ ３ は 、 床 面 か ら 離 間 し て い る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 図 １ ４ の （ ａ ） に 示 さ れ た 状 態 で 、 例 え ば ユ ー ザ が 押 圧 部 材 ３ １ の 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手

を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た と き 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に ユ ー ザ の 体 重 が か か り 、 押 圧 部 材 ３ １

に 下 方 向 の 外 力 が か か る 。 こ の と き 、 弾 性 バ ネ ３ ２ は 、 弾 性 収 縮 し 、 弾 性 バ ネ ４ ２ も 弾 性

収 縮 し て い る 。 こ の た め 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ に は 、 上 方 向 の 力 が 掛 か っ て い

る 。 こ の 上 方 向 の 力 よ り も 、 肘 置 き 部 ３ １ ａ に か か っ た 外 力 が 遥 か に 大 き い の で 、 ユ ー ザ

が 肘 置 き 部 ３ １ ａ に 手 を 掛 け 立 ち 上 が ろ う と し た と き 、 接 地 部 ４ ３ は 床 面 に 接 地 し た 状 態

が 維 持 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】
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　 そ し て 、 押 圧 部 材 ３ １ に 下 方 向 に 外 力 が か か り 、 押 圧 部 材 ３ １ に 連 動 し て 肘 置 き 支 持 板

部 ３ １ ｉ も 降 下 す る 。 そ し て 、 接 地 部 ４ ３ が 床 面 に 接 地 し た 状 態 で は 、 押 圧 部 材 ３ １ の 当

接 棒 部 ３ １ ｊ と ス ト ッ パ ４ １ の 当 接 板 部 ４ １ ｅ と は 当 接 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 当 接 棒

部 ３ １ ｊ と 当 接 板 部 ４ １ ｅ と が 回 転 係 止 部 ５ （ 摩 擦 抵 抗 部 材 ） に よ り 互 い に 係 止 さ れ る の

で 、 押 圧 部 材 ３ １ と ス ト ッ パ ４ １ と は 、 回 転 方 向 の 移 動 が 係 止 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 そ し て 、 ユ ー ザ が 肘 置 き 部 ３ １ ａ か ら 手 を 離 し 椅 子 本 体 ２ か ら 離 席 し 、 押 圧 部 材 ３ １ に

は 外 力 が 掛 か ら な く な る と 、 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ は 、 自 然 状 態 、 す な わ ち 、 図

１ ４ の （ ａ ） に 示 さ れ た 状 態 に 復 帰 す る 。 こ の と き 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ の 復 帰 （ 上 昇

） に 連 動 し て 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ が 上 方 向 に 移 動 す る と と も に 、 押 圧 部 材 ３ １ の 肘 置

き 支 持 板 部 ３ １ ｉ は 、 弾 性 バ ネ ３ ２ に よ る 付 勢 に よ り 、 規 制 板 部 ３ ４ ａ へ 近 づ く よ う に 上

昇 し 自 然 状 態 に 復 帰 す る 。 こ の と き 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ に 連 動 す る 押 圧 部 材 ３ １ は 、

シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 作 用 に よ り 上 昇 速 度 が 抑 制 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 押 圧 部 材 ３ １

は 、 ゆ っ く り と 上 昇 す る 。 し た が っ て 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ に よ り 、 弾 性 バ ネ ３ ２

及 び 弾 性 バ ネ ４ ２ の 弾 性 変 形 に よ り 生 じ た 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 椅 子 本 体 ２ に

対 す る 衝 撃 を 緩 和 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ に よ れ ば 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 下 端 部 は 、 押

圧 部 材 ３ １ に 連 動 す る 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ に 固 定 さ れ 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 上

側 端 部 は 、 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ の 規 制 板 部 ３ ４ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 押 圧 部 材 昇 降 規

制 部 ３ ４ は 、 椅 子 本 体 ２ に 固 定 さ れ て お ら ず 、 椅 子 本 体 ２ か ら 独 立 し た 部 材 で あ り 、 ベ ア

リ ン グ ６ を 介 し て ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４

の 昇 降 は 、 椅 子 本 体 ２ の 昇 降 機 構 と 独 立 し て お り 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に 連 動 し て い る

。 こ の よ う に 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ は 、 押 圧 部 材 ３ １ に 連 動 す る 肘 置 き 支 持 板 部 ３

１ ｉ と 、 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に 連 動 す る 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部 ３ ４ の 規 制 板 部 ３ ４ ａ と の

間 に 設 け ら れ て い る 。 そ れ ゆ え 、 仮 に 、 座 部 昇 降 機 構 に よ り 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ が 昇 降

し て も 、 支 持 動 作 中 の 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ Ｂ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ の 移 動 ス ト ロ ー ク は 、

規 制 板 部 ３ ４ ａ と 床 面 と の 間 の 空 間 に 限 定 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ Ｂ

は 、 椅 子 本 体 ２ の 座 部 ２ １ の 昇 降 位 置 に 依 存 せ ず 、 押 圧 ユ ニ ッ ト ３ Ｂ 及 び ス ト ッ パ ユ ニ ッ

ト ４ Ｂ を 含 む 支 持 機 構 が 設 け ら れ 、 汎 用 性 が 向 上 す る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 な お 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ の 位 置 は 、 肘 置 き 支 持 板 部 ３ １ ｉ と 規 制 板 部 ３ ４ ａ と

の 間 の 位 置 に 限 定 さ れ ず 、 押 圧 部 材 ３ １ に 連 動 す る 部 分 と ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に 連 動 す

る 部 分 と の 間 で あ れ ば よ い 。 自 然 状 態 へ の 復 帰 の 際 の 、 押 圧 部 材 ３ １ に 連 動 す る 部 分 お よ

び ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト ４ Ｂ に 連 動 す る 部 分 の 相 対 的 位 置 変 化 を シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ３ ３ ａ に

よ り 緩 和 す る こ と に よ り 、 こ の 緩 和 に 伴 っ て 押 圧 部 材 ３ １ 及 び ス ト ッ パ ４ １ の 上 昇 速 度 が

減 衰 す る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 種 々 の

変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合 わ せ て

得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ０ ８ 】

１ 、 １ Ａ 、 １ Ｂ 　 　 椅 子

　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 椅 子 本 体

２ １ 　 　 　 　 　 　 　 座 部

２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 脚 部

３ 、 ３ Ａ 、 ３ Ｂ 　 　 押 圧 ユ ニ ッ ト

３ １ 　 　 　 　 　 　 　 押 圧 部 材

３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 弾 性 バ ネ （ 第 ２ 弾 性 部 材 ）
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３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 ダ ン パ ー 部

３ ３ ａ 　 　 　 　 　 　 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （ ダ ン パ ー 部 ）

３ １ ｅ 　 　 　 　 　 　 下 面

３ １ ｆ 　 　 　 　 　 　 ダ ン パ ー 固 定 部 材

３ １ ｉ 　 　 　 　 　 　 肘 置 き 支 持 板 部 （ 押 圧 部 材 に 連 動 す る 部 分 ）

３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 押 圧 部 材 昇 降 規 制 部

３ ４ ａ 　 　 　 　 　 　 規 制 板 部 （ ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト に 連 動 す る 部 分 ）

３ ４ ｂ 　 　 　 　 　 　 規 制 板 部

４ 、 ４ Ａ 、 ４ Ｂ 　 　 ス ト ッ パ ユ ニ ッ ト

４ １ 　 　 　 　 　 　 　 ス ト ッ パ

４ １ ｄ 　 　 　 　 　 　 上 面

４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 弾 性 バ ネ （ 第 １ 弾 性 部 材 ）

４ ４ 　 　 　 　 　 　 　 ス ト ッ パ 保 持 部 材

　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 回 転 係 止 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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